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１．はじめに 

（1）研究背景・研究目的 

2011年 3月 11日に発生した東北地方太平洋沖地震（以

下、東日本大震災）から 10年が経ち、被災地においては

様々な復興事業が進められてきた。津波被災地域の高台

移転のための防災集団移転促進事業、漁業関係施設等復

旧事業による防潮堤の整備、道路整備等の事業や被災地

のコミュニティ回復・形成を促す事業など多岐に渡る。 

震災から 10 年が経過し、様々な復興事業が終了した

現在、これらの復興事業によって生じた居住環境の成果

や課題について事後評価研究を行うことは、今後起こり

うる地震災害への復興対策を検討する上で意義がある。 

本研究の目的は、復興コミュニティの居住環境につい

て 10 年間の復興の過程を明らかにし、復興コミュニテ

ィの居住環境の現状と課題を明らかにすることである。 
本研究では、防災集団移転促進事業が行われた岩手県

大船渡市三陸町越喜来泊地区、宮城県石巻市北上町十三

浜相川地区・小指地区の 2 か所を研究対象とする。両地 

 

区は、筆者らが関わる東海大学 Student Achievement 
Center 3.11 生活復興支援プロジェクト（以下、東海大

学)による復興支援が行われた地区である。2011 年～

2012 年にかけて、仮設住宅における仮設集会場の建設及

び運営を支援し、その後も定期的に仮設集会場のメンテ

ナンスや参与観察を続けてきた。このため本研究の目的

を達成するために必要なデータ、対象地区の住民らから

アンケート調査やインタビュー調査の協力などが得られ

ることから対象地区として取り上げた。 
（2）学術的位置づけ 

復興とコミュニティに関する既往研究としては、大宮

ら（2012）1)の研究では住民間の交流の場を建設する重要

性、後藤ら（2015）2)の研究では住民ニーズにある高齢者

ケアの体制をコミュニティスペースに導入したことの意

義、山中ら（2018）3)の研究では防集団地計画における住

宅再建に対する住民の主体性の重要性、松本ら（2013）

4)の研究では専門家を交えた住民主体の復興協議会の重

要性を述べている。いずれの研究においても形成された 
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コミュニティスペースや復興協議会における復興のプロ

。ス、防集団地計画についての意義や評価を述べているࢭ

東日本大震災において多ࡃの地域で防災集団移転が行わ

れ、そのコミュニティの居住環境の❧ち上げに関する▱

ぢは⵳✚されてきた。୍方で、その居住環境を評価する

研究はᑡなࡃ、本研究は意義がある。 

（3）⏝ㄒのᐃ⩏ 

本研究では、復興コミュニティを、2021 年調査᫬Ⅼに

おいて対象地区にᬽらしている住民（地区እからの移転

者をྵࡴ）らの高齢者のぢᏲり等の♫会的ࢩステ࣒や住

民ྠ士のぶ交をྵࡴ体⣔的な相஫関係と定義する（ὀ㸯）。

ḟに復興コミュニティの居住環境を、対象地区を⠊ᅖと

うる住居とそれを取り巻ࡃ≀的環境（බ民㤋、ᗑ⯒、住

宅など）及び♫会的環境（復興の協議、ㄯヰ、㈙い≀、

཭ே関係）と定義した。その上で後藤（2021）5)を参⪃に、

復興コミュニティの居住環境のศᯒどⅬとして、住宅再

建（移転者のࡳ）、地域活ື、㐟び場、Ꮚ⫱て、高齢者ケ

ア、㈙い≀、ᩓṌ、住民交流の 8 Ⅼを設ける。 
（4）研究᪉ἲ 

研究方ἲとしては、インタビュー調査（ὀ 2）及びア

ンケート調査（ὀ 3）をᐇ施する。インタビューでは防

災集団移転後のコミュニティ形成のᐇែ、アンケートで

は被災地の居住環境に対する住民評価を明らかにして、

対象地域で行われた復興事業と↷らし合わࡏ復興コミュ

ニティの居住環境の評価を行う。評価をᇶに、対象地域

の復興コミュニティの居住環境の現状についてศᯒする。 

表 1.泊地区の基本情報 

出典：参考文献６，７，８，９を基に、また宅地造成と移住（入居）につい

てはインタビューより著者作成 

 

㸰．泊地区の復興の㐣⛬ 

（1）⿕災状ἣと復興ィ⏬（復興の᪉㔪） 

泊地区のᇶ本᝟ሗを⾲ 1 に♧す。泊地区は、多ࡃの住

宅とබ民㤋を津波によって႙ኻした。大船渡市は、市民

ワークࢵࣙࢩプ等を経て、2011 年 10 月に復興ᇶ本計画

を策定した。復興方㔪は、ࠕ࿨をᏲり、ክを⫱ࡲࡴち࡙ࡃ

りと防災に協ാするࡲち大船渡ࠖである。越喜来地区の

ᅵ地฼⏝方㔪として、津波からのᏳ඲の☜ಖ、山ഃへ の

Ᏻ඲な㑊㞴路の☜ಖ、Ᏻ඲な道路ࢵࢿトワークの☜ಖを

ᥖげて、復興事業が進められた 10)。 
（2）復興㐣⛬（復興஦ᴗと✵㛫のኚᐜ） 

泊地区では、地形により⏝地☜ಖが㞴しかったため仮

設住宅は設⨨されず、被災者は大船渡の市⾤地の災害බ

営住宅やぶᡉの家で生活することとなった。このため、

住民から定期的に集ࡲる場所が必要ࡔとの指᦬があり、

2011年 5月に東海大学の支援により仮設බ民㤋（どࡄࢇ

り࢘ࣁス）が建設された（ᅗ��ձ、⾲ 2）。仮設බ民㤋を

中ᚰに住民による活ືが再㛤され、防災集団移転促進事

業についてのヰし合いが進2014、ࡳ年 1月には集団移転

が᏶了した。ࡲたྠ年 5月には地域බ民㤋整備支援事業

により本設බ民㤋が建設された（ᅗ 1,ճ、⾲ 2）。なお泊

地区は、震災後の集団移転した住宅地と本設බ民㤋の఩

⨨が、整備⏝地の☜ಖの関係から㞳れている（ᅗ 1）。 

（3）住Ẹにࡿࡼ⮬୺的࡞コミュニティάື 

 インタビュー調査をᇶに、復興コミュニティの居住環

境と住民による⮬主的なコミュニティ活ືについて以下

にࡲとめる。なお᫬期の 3 区ศは、震災後、本設බ民㤋

の㛤設でわけた。 
㸯）震災๓：2011 年 3 月 11 日以๓ 
地域活ື：බ民㤋がᙺဨ会議や行事に౑われていたが、

地域活ືや地域のイ࣋ントなどはあࡲりなかった。 
住民交流：බ民㤋ではなࡃ、ၟᗑ、ྛ住宅のᅵ間、⏿、

漁 がㄯ➗する交流✵間となっており、このような⧅が

りから㏆所での住民ྠ士の交流のᶵ会が多ࡃあった。 
高齢者ケア：地区ෆに高齢者を࣏ࢧートするような施設

はなかった。Ᏻྰ☜ㄆなどをවࡡたኌ᥃けやおⲔ会など

の住民主体の高齢者ケアは、被災๓から行われていた。 
㐟び場：ඖ々ⱝ年ᒙやᏊ౪がᑡなࡃ、㐟び場もᑡない。 
㸰）௬タᮇ㸸2011ᖺ 3᭶ 11᪥ࠥ2014ᖺ 5᭶ 10᪥ 

地域活ື：仮設බ民㤋を再建し、地区住民ྥけのイ࣋ン

ト等も行われ、㞳れてᬽらす住民間の交流がቑຍした。 

住民交流：ၟᗑ、ྛ住宅のᅵ間、⏿、漁 は被災の被害

をཷけ交流の場としてのᶵ⬟をኻった。 
高齢者ケア：仮設බ民㤋を᪩期に再建したことで、ᚑ明

ྠ士の交流が回復し、震災以๓とྠ様に住民主体の高齢

者ケアの取り⤌ࡳが⥅続された。 
㸱）復興ᮇ（現ᅾ）㸸2014ᖺ 5᭶ 10᪥௨㝆  

地域活ື：地域でのᙺဨ会はቑえたが、会議やイ࣋ント

には高齢者の参ຍが中ᚰであり、ⱝ者との交流がᑡない。 
住民交流：仮設බ民㤋をࠕ⤖っ小ᒇࠖとᨵめ、津波㊧地

活⏝のため交流✵間として移設された（ᅗ㸯,մ）。 
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表 2.泊地区のᖺ表 

 
（ᮾᾏ኱Ꮫ SAC 3.11 ⏕ά᚟⯆ᨭ᥼䝥䝻䝆䜵䜽䝖よりᥦ౪䛥䜜たᖺ

表ཬ䜃インタビューㄪᰝ䛛䜙作成） 

しかし、ࠕ⤖っ小ᒇ はࠖ集団移転した住宅地からのアクࢭ

スがᝏࡃ、十ศに฼⏝できていない。ྠ様に᪂設のබ民

㤋も住宅地と㊥㞳があり、活⏝方ἲをᶍ⣴している。 
㐟び場・Ꮚ⫱て：集団移転後もᏊどもがᑡなࡃ、ⱝいୡ

௦がᑡない。 
住宅再建：防災集団移転促進事業により 2014 年 1 月に

㐀成された宅地についての୙‶はなࡃ、三陸⮬ື㌴道が

㏆いため震災๓よりも交㏻の౽がⰋࡃなった。 
（4）居住環境の‶㊊ᗘに関する調査⤖果 
泊地区の住民を対象に、居住環境の‶㊊ᗘについて 5

௳ἲでアンケートをᐇ施した。 
ず住宅再建については、13ࡲ ୡᖏのෆ 9 ேが回⟅し、

Ᏻᚰ・‶㊊ࠖをࠕ 5 Ⅼ、ࠕ୙Ᏻ・୙‶ࠖを 1 Ⅼとする 5 ẁ

㝵評価とした。ࠕᏳᚰ・‶㊊ࠖとࠕややᏳᚰ・‶㊊ࠖの合

計回⟅者ᩘが 70㸣を㉸えていることから評価がⰋいこ

とがわかる（ᅗ 2）。  

 

 

 

 

ᅗ 2.泊地区の住宅෌ᘓについての‶㊊ᗘ(㜵⅏㞟ᅋ移㌿を⾜䛳た

住Ẹの䜏ᅇ⟅) 

ᅗ 1. 泊地区に䛚䛡䜛஦ᴗと✵㛫のᵝᏊ（ᮾᾏ኱Ꮫ SAC3.11⏕ά᚟⯆ᨭ᥼䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛛䜙ᥦ౪䛥䜜た地ᅗ䝕ータを䜒とにインタビュ

ーㄪᰝ、኱⯪Ώᕷ HP ኱⯪Ώᕷ᚟⯆ィ⏬ ᚟⯆ィ⏬஦ᴗ୍ぴ䛺䛹参考㈨ᩱ䠍䠍䡚䠍８を基に、著者作成、෗┿は䐟௨እ、著者᧜ᙳ） 

 

   

  

  

仮設බ民㤋（どࡄࢇり࢘ࣁス）-ձ 

 

2011.5.7᧜ᙳ(3.11LCPよりᥦ౪) 

越喜来小学ᰯ-ո 

⤖のୣ-ղ 

2021.10.24᧜ᙳ 

本設බ民㤋-ճ 

2021.10.24᧜ᙳ 

2021.10.24᧜ᙳ 

ͤ地ᅗ⠊ᅖእ 

⤖っ小ᒇ（どࡄࢇり࢘ࣁス）-մ 

 たるụ-յ ⤖の道-ն࡯

බ民㤋(震災๓)-շ 

2021.10.24᧜ᙳ 2021.10.24᧜ᙳ 

   
移転後再建住宅 
公民館 

どࡄࢇり࢘ࣁス 
既存住宅 

結の道 
津波被害エリア 
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ḟに、復興コミュニティの居住環境の評価として、高

齢者ケアについては 4 ྡがࠕ‶㊊している 、ࠖ19 ྡがࠕや

や‶㊊ࠖに回⟅している(ᅗ ㊊しているࠖ‶ࠕ、たࡲ。(3

とࠕやや‶㊊ のࠖ合計回⟅者ᩘが 60㸣を㉸えていること

からẚ㍑的に評価がⰋいと⪃えられる（ὀ 4）。地域活ື

については 0 ྡがࠕ୙‶がある 、ࠖ6 ྡがࠕやや୙‶ࠖと

回⟅しており、᭱も୙‶がᑡない。ࡲたᏊ⫱てについて

は 3 ྡがࠕ୙‶がある 、ࠖ15 ྡがࠕやや୙‶ࠖと回⟅し

た。Ꮚ౪の㐟び場については 5 ྡがࠕ୙‶がある 、ࠖ13
ྡがࠕやや୙‶ࠖと回⟅している。どちらの㡯目もࠕ‶

㊊しているࠖとࠕやや‶㊊ࠖの合計回⟅者ᩘが 10㸣に‶

たないことから評価がపいと⪃える。 

 

 
 
 
 
 
 

ᅗ 3. 泊地区の居住⎔ቃについての‶㊊ᗘ 

（5）ศᯒ 

泊地区では、බ民㤋と多ࡃの住宅がኻわれた。東海大

学の支援により仮設බ民㤋が᪩期整備され、防災集団移

転促進事業についてのヰし合いが行われた。2014 年 1 月

には、防災集団移転促進事業が᏶了し住宅が再建した。

本調査では、13 ୡᖏ中 9 ேが回⟅ 77.8㸣（N㸻9）の住

民が‶㊊しているとの回⟅を得ている。特に住宅再建に

ついて᪩期復興がᐇ現したことがᙳ㡪していると⪃えら

れる。ࡲた東海大学の支援により仮設集会所がే設され、

仮設集会所を中ᚰに復興の協議、ࡲた住民活ືが行われ、

地域活ືや高齢者の支え合いなどがᒎ㛤された。 
たࡲ 2021 年ᗘ᫬Ⅼでの復興コミュニティの居住環境

については、ḟのとおりศᯒした。 
ずアンケート調査での‶㊊ᗘとしては、地域活ືとࡲ 

高齢者ケアへの評価が高い。いずれも仮設住宅において

住民主導で取り⤌ࡲれていたものである。୍方住民交流

については、平ᆒⅬ 3.0 であるが、どちらともいえない

が回⟅として多い。復興事業としては、本設බ民㤋が住

宅地から㞳れていること、震災以๓にあった交流のᣐⅬ

が႙ኻしていることから、今後この評価が⥅続されるか

はὀどが必要であると⪃察できる。୍方評価のపかった

Ꮚ⫱て支援、Ꮚどもの㐟び場については、‶㊊の回⟅が

なࡃ、評価のపさが指᦬できるが、どちらともいえない

の回⟅もおよそ༙ᩘを༨めている。インタビュー⤖果も

㋃ࡲえてศᯒすると、Ꮚ⫱て支援やᏊ౪の㐟び場の整備

に‶㊊していないというよりも、ඖ々の地域のᏊ౪のᑡ

なさに起ᅉしていると⪃えられる。 
 
㸱．相川・小指地区の復興の㐣⛬ 

（1）⿕災状ἣと復興ィ⏬（復興の᪉㔪） 

相川・小指地区のᇶ本的な᝟ሗを⾲ 3 に♧す。相川・

小指地区は、多ࡃの住宅と地域で฼⏝されていた⚄♫・

ᑎ院を津波によって႙ኻしてしࡲった。石巻市として復

興のᇶ本⌮ᛕ 20)がᏑ在し、ࠕ᪂しい石巻市 のࠖ๰㐀を目指

して災害にᙉいࡲち࡙ࡃり、⏘業・経῭の再生、⤎と協

ാのඹ㬆♫会࡙ࡃりをᥖげて、事業を進めている。 
表 3.┦ᕝ䞉ᑠᣦ地区の基本情報 

出典：参考文献 19を基に作成、また宅地地造成と移住（入居）につ

いてはインタビューより著者作成 
 

（2）復興㐣⛬（復興஦ᴗと✵㛫のኚᐜ） 

相川・小指地区は㸰つの集ⴠでᵓ成され、᫓♳⚏とい

う⚍事をඹ᭷する地区である。2011 年 6 月に⏝地☜ಖ

のため相川地区にᛂᛴ仮設住宅団地が建設され（ᅗ4,ձ、

⾲ 4）、小指地区の住民が移転して生活することとなった。

␗なる集ⴠの住民をつなࡄべࡃ、ྠ᫬期に東海大学の支

援により仮設集会所（どࡄࢇり࢘ࣁス）が団地ෆにే設

された（ᅗ 4,ղ、⾲ 4）。小指地区においては 2014 年 11
月、相川地区においては 2015 年 12 月と 2017 年 6 月に

それࡒれ防災集団移転促進事業による移転が᏶了してい

る。ྛ団地に本設の集会所が㸯つずつే設された（ᅗ 4,
շ、⾲ 6）。集団移転後は、ᅗ㸲のとおり、相川地区と小

指地区の両住宅地は震災๓よりも㊥㞳がはなれた。なお

東海大が支援した仮設集会場は、小指観㡢ᇽとྡ⛠をᨵ

めて移設され（ᅗ 4,ն、⾲ 4）、ᙜ地区における⚍事のᣐ
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Ⅼとして活⏝されている。 
（3）住Ẹにࡿࡼ⮬୺的࡞コミュニティάື 

インタビュー調査をᇶに、復興コミュニティの居住環

境と住民による⮬主的活ືについて以下にࡲとめる。 

１）㟈災๓㸸2011ᖺ 3᭶ 11᪥௨๓ 

地域活ື：それࡒれの地域にᏑ在する集会所で集会や会

議などを行っていた。௚には年に୍ᗘの⚍事（᫓♳⚏）

に฼⏝されることがあった。 
住民間の交流：集会場を฼⏝した住民ྠ士の交流のᶵ会

は多ࡃあった。 
高齢者ケア：ⱝ年ᒙがᑡなࡃ、高齢者を࣏ࢧートするよ

う運ື会が行われたことがあり、地区を㉸えて住民の交

流が行われていた。しかし、2000 年㡭からⱝ年ᒙの参ຍ

⋡ప下や参ຍ者の高齢໬にకい௻画の⥅続がᅔ㞴となっ

たため㛤ദされなࡃなった。 
日ᖖの㈙い≀：ྠ地区の住民は⏿をᣢっていたり、漁業

を行っていることが多ࡃ、㣗ᩱရはᐜ᫆に調達できるが、

ၟᗑがないため高齢者には日⏝ရを㈙いᥞえることがᅔ

㞴であった。石巻の市⾤地からಶே経営の移ື㈍኎がゼ

れており、移ືのᅔ㞴な高齢者を中ᚰに฼⏝されていた。 
㸰）௬タᮇ㸸2011ᖺ 3᭶ 11᪥ࠥ2014ᖺ 11᭶ 

地域活ື：地域や௚部ⴠとの会議は震災から 1 年࡯どは

㑊㞴所である相川ಖ⫱所で行っていた。ࡲた、相川地区

には東海大学の支援により建設された団地にే設する相

川・小指集会所で仮設入居者による地域活ືが行われて

いたが、୍部のࡳなし仮設ヱᙜ者は参ຍしていない。 
住民間の交流：㑊㞴所では多ࡃのேと関わりྠじ✵間で

ᬽらすため、ᬑẁと㐪ったጼをぢることが多ࡃストࣞス

ᅗ 4. ┦ᕝ䞉ᑠᣦ地区に䛚䛡䜛஦ᴗのᵝᏊ（㜵⅏㞟ᅋ移㌿ ஦ᴗィ⏬᭩ ఩⨨ᅗ(p.1)ཬ䜃ᅵ地฼⏝ィ⏬ᅗ(p.1)໭ୖ地区（参考文献

21）、▼ᕳᕷ HP ▼ᕳᕷ㟈⅏᚟⯆基本ィ⏬ ➨ 3❶ ᪋⟇のᒎ㛤 PDF（参考文献 22）を参考に作成、෗┿䐟、䐠௨እは著者䛜᧜ᙳ） 

 
 

   

  
   

2011.12.4᧜ᙳ(3.11 
ᛂᛴ仮設住宅団地-ձ 

相川・小指地区集会所（どࡄࢇり࢘ࣁス）-ղ 
2011.6.25᧜ᙳ(3.11LCPよりᥦ౪) 

小指団地-ճ 
2021.10.23᧜ᙳ 

小指観㡢ᇽ-ն 

相川北団地-մ 
2021.10.23᧜ᙳ 2021.10.23᧜ᙳ 

2021.10.23᧜ᙳ 2021.10.23᧜ᙳ 

相川ಖ⫱所-յ 

相川地区集会所-շ 

小指地区集会所-ո 
災害බ営住宅-չ 

相川中団地-պ 

LCPよりᥦ౪) 

相川北団地 

   
移転後再建住宅 

既存住宅 
㞟఍ᡤ 

Ꮫᰯ䞉ಖ⫱ᅬ 

⚄♫䞉ᑎ㝔 
௬タ住宅 

䛹䜣䛠䜚䝝䜴䝇 
津波被⅏エリア 

ᗈሙ 

䊹┦┦ᕝᕝᆅᆅ༊༊  ᑠᑠᣦᣦᆅᆅ༊༊䊻䊻  
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になっていたというኌもあった。ࡲた、仮設集会所では

地区住民を対象としたイ࣋ントが㛤ദされた。（参ຍ者は

主に仮設住宅の住民であった） 
㸱）復興ᮇ（現ᅾ）㸸2014ᖺ 11᭶௨㝆 

地域活ື：仮設期における仮設集会所を฼⏝した活ືに

より震災以๓からኚわらずに地域活ືが行われている。

♳た、小指観㡢ᇽの設⨨をはじめとした支援により᫓ࡲ

⚏もᘬき⥅がれている。 
日ᖖの㈙い≀：仮設期を経てもၟ業施設がなࡃ、移ື㈍ 

኎も⥅続されているが౫↛として日⏝ရを㈙いᥞえるの

がᅔ㞴である。 
住宅再建：高台移転のためᏳ඲な環境となったが、日ᖖ

生活では高台と平地の往復があり㌴がないと୙౽である。 
表 4.┦ᕝ䞉ᑠᣦ地区のᖺ表 

 
出典：ᮾᾏ኱Ꮫ SAC 3.11 ⏕ά᚟⯆ᨭ᥼䝥䝻䝆䜵䜽䝖よりᥦ౪䛥䜜

たᖺ表ཬ䜃インタビューㄪᰝ䛛䜙著者作成 

ᅗ 5.┦ᕝ䞉ᑠᣦ地区の住宅෌ᘓについての‶㊊ᗘ(㜵⅏㞟ᅋ移

㌿を⾜䛳た住Ẹの䜏ᅇ⟅) 
（4）居住環境の‶㊊ᗘに㛵ࡿࡍㄪᰝ⤖ᯝ 

住宅再建については、27 ୡᖏ中 30 ேが回⟅し、ࠕᏳ

ᚰ・‶㊊ࠖとࠕややᏳᚰ・‶㊊ࠖの合計回⟅者ᩘが 70㸣
を㉸えていることから評価がⰋいことがわかる（ᅗ 5）。 
高齢者ケアについては 6 ྡがࠕ‶㊊している 、ࠖ20 ྡが

ややࠕやや‶㊊ࠖと回⟅しており、‶㊊しているࠖとࠕ

‶㊊ࠖの合計回⟅者が᭱も多いことから評価が高いこと

がわかる（ᅗ 6）。地域活ືと住民交流についてはඹに

12 ྡがࠕ‶㊊している 、ࠖ12 ྡがࠕやや‶㊊ࠖと回⟅

しており、ẚ㍑的に評価が高いことがわかる。ࡲた地域

活ືについては 1 ྡがࠕ୙‶がある 、ࠖ8 ྡがࠕやや୙

‶ࠖと回⟅しており、᭱も୙‶がᑡないことがわかっ

た。㈙い≀については 17 ྡがࠕ୙‶がある 、ࠖ27 ྡが

ややࠕ୙‶があるࠖとࠕ。やや୙‶ࠖと回⟅しているࠕ

୙‶ࠖの合計回⟅者ᩘが 60㸣を㉸えていることから評

価がపいことがわかる。 

ᅗ 6. ┦ᕝ䞉ᑠᣦ地区の居住⎔ቃについての‶㊊ᗘ 

（5）ศᯒ 

相川・小指地区では、津波により住宅やၟᗑとබ民㤋

がኻわれた。୍方で、᪩期に防災集団移転促進事業が取

り⤌ࡲれ、2014 年 11 月には小指地区で住宅が再建した。  
本調査では、集団移転が᪩期にᐇ現したことから

50.0㸣（N㸻30）の住民が、住宅再建に‶㊊している。 
たࡲ 2021 年ᗘ᫬Ⅼでの復興コミュニティの居住環境

については、ḟのとおりศᯒした。 
復興事業によりᏳ඲な⏝地の㑅定や࿘㎶の道路整備に

より、住民からの高い評価が得られているといえる。し

かしながら、高台移転のため移ືにおいて高పᕪが⃭し

㌴が必㡲であるため౽฼な環境ではない。ḟにᙜヱ地ࡃ

区に復興事業は入らなかった日ᖖの㈙い≀環境の整備に

ついては、震災以๓からᘬき続いて㈙い≀ができる施設 
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がなࡃ、㒑౽ᒁなどのබඹ施設も㏆㞄にないため、住民

からの評価がపࡃなっている。移ື㈍኎もゼれてはいる

が主に高齢者が฼⏝するためのものであることから、住

民඲体としては୙‶のኌが多い。 
なお東海大学が支援した仮設集会所については、相川・

小指地区の復興におけるᣐⅬとして活⏝され、住民ྠ士

の⧅がりを☜ಖしたことでその後の復興を෇⁥に進めた

というⅬで意義がある。ࡲた、᫓♳⚏をはじめとするྛ

✀イ࣋ントのᐇ施ᣐⅬとしても活⏝されていることから、

集いの場の๰ฟにᐤ与したと⪃える。 
 
䠐䠊考ᐹ：᚟⯆䝁䝭ュ䝙䝔䜱の居住⎔ቃのホ౯ 

2 地区の復興コミュニティの居住環境の成果と課題を

⾲ 5にࡲとめた。㸰地区をẚ㍑して、以下のとおり、復

興プロࢭスにおける成果と課題について⪃察を行う。 

（1）2地区に࠾いてඹ㏻ࡿࡍᡂᯝ 

ずアンケート⤖果では住宅再建についての‶㊊ᗘがࡲ

高い。両地区ともに 2014 年～2015 年の間に防災集団移

転促進事業が᏶了しており、高台に移転したためᏳ඲で

あり、ࡲたス࣒ーズな⏝地取得・宅地㐀成であった。 

ḟにアンケート⤖果では、地域活ືの評価と住民交流に

ついての評価が高い。インタビュー調査では、地域活ື

については、復興ࡲち࡙ࡃりのための地域運営体制が᪩

期に整備できたこと、ࡲた住民交流については現在もⰋ

ዲな関係が⥅続できていると指᦬があった。この⫼ᬒに

は、震災┤後に東海大学による仮設集会場の建設が୍部 

ᐤ与しており、住民ྠ士のດ力はもとより≀的環境がᥦ

౪できた意義はあったと⪃察できる。ࡲた高齢者ྠ士の

交流のᶵ会もቑえているとの意ぢがある。なお、このこ

とから住民ྠ士の高齢者ケア体制があり、アンケートに

おける高齢者ケアの‶㊊ᗘも高いと⪃察できる。 

しかしながら両地区において、アンケートではࠕどち

らともいえないࠖが目❧ち、インタビューではⱝいୡ௦

との交流がᑡないとの意ぢがࡳられる。泊地区において

は、බ民㤋再建後住宅地と㞳れていること、相川・小指

地区においても集団移転促進事業で整備されたබ民㤋

（コミュニティࢭンタ）の฼活⏝が、今後の‶㊊ᗘྥ上

において重要なㄽⅬであると⪃察できる。 

（2）2地区に࠾いてඹ㏻ࡿࡍ課題 

2 地区にඹ㏻する課題としては、日ᖖの㈙い≀、Ꮚど

もの㐟び場、Ꮚ⫱て環境に対する事᯶である。 

日ᖖの㈙い≀については、アンケート⤖果では、両地

区とも୙‶の意ぢが多い。インタビューでは、震災๓か

らၟ業施設がない地区であり、特に㌴の運転ができない

高齢者にとっては移ືが୙౽であることが指᦬されてい

る。復興事業ではᙜヱ地区に㈙い≀環境のᨵၿに資する

事業は入らず、震災๓からの୙౽さがṧされた⤖果であ

ると⪃察できる。 

Ꮚどもの㐟び場、Ꮚ⫱て環境については、アンケート

⤖果では、泊地区は‶㊊と୙‶が஧ศされる⤖果に、ࡲ

表 5.2地区に䛚䛡䜛居住⎔ቃに㛵䛩䜛住Ẹホ౯のẚ㍑表 

出典：著者作成 
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セッション６ 

［高齢者と住環境］ 

 

 

 

  

た相川・小指地区はどちらともいえないが⣙༙ᩘを㉸え

る⤖果となった。両地区ともに、ඖ々Ꮚどもがᑡない地

区であり、Ꮚ౪の㐟び場もᑡない。相川・小指地区では

ಖ⫱所ࡲでが㐲いといった指᦬もなされた。 

 

䠑䠊考ᐹとまと䜑 

本研究では、2 地区の復興過程を明らかにし、復興コ

ミュニティの居住環境についての課題を明らかにした。

2 地区とも住民らによる地域運営体制が⥔ᣢされ、᪩期

の集団移転促進事業による住宅再建がᐇ現したことから、

この 2Ⅼについての‶㊊ᗘが高い。復興過程では、復興

事業と✵間のኚᐜ、それらによる住民活ືや居住環境の

ኚ໬を明らかにした。 

ḟに、復興コミュニティの居住環境については、仮設

බ民㤋での住民交流や住民主体の高齢者ケアによる‶㊊

ᗘが高い。たࡔし、ⱝいୡ௦との交流や本設බ民㤋の✚

ᴟ的な活⏝などが今後の‶㊊ᗘにᙳ㡪を与えると⪃察で

きる。୍ 方、課題としては㈙い≀環境、Ꮚどもの㐟び場、

Ꮚ⫱て支援環境がᣲげられる。いずれも᪂つの復興事業

がᙜヱ地区には入っておらず、震災๓からの㈙い≀の୙

౽さ、Ꮚどものᑡなさなどが課題としてṧっているため

と⪃えられる。 

 

[[ὀὀ㔘㔘]]  

（ὀ 1）コミュニティの定義は、ḟのᩥ⊩を参⪃にした。 

Lee, D., and Newby, H.(1983) The Problem of Sociology (London: 

Routledge). 

（ὀ 2）泊地区：㟁ヰインタビュー：2021/9/10 M Ặ(泊区⮬἞会ᙺဨ) 

10:00ࠥ11:00、CẶ(ඖබ民㤋㛗) 11:00ࠥ12:00、9/11 SẶ(泊区⮬἞会

総ົ) 10:00ࠥ11:30(LINEビデ࢜㏻ヰ) 

対㠃インタビュー：2021/10/24 SẶ、MẶ、CẶ、OẶ(泊区⮬἞会㛗)10:00

ࠥ12:00 泊区බ民㤋にてͤ泊区⮬἞会は 2019年 4月以㝆のྡ⛠、以๓

は泊部ⴠ会 

相川地区：㟁ヰインタビュー：2021/11/22 O Ặ(相川地区⮬἞会会㛗) 

17:00ࠥ18:00、2022/1/19(㔠) SẶ(石巻市市議会議ဨ) 13:00ࠥ14:00 

小指地区：対㠃インタビュー：2021/10/23 A Ặ(ඖ小指地区⮬἞会㛗) 

10:00～12:00 AẶ宅にてᐇ施 

（ὀ 3）泊地区：現住民 164 ྡ඲ဨにアンケートを㓄ᕸし、38 ௳回཰

（23㸣）。防災集団移転（住宅再建者）13ୡᖏ中 9௳回⟅が得られた。 

相川・小指地区：現住民 197 ྡ඲ဨにアンケートを㓄ᕸし、80 ௳回཰

（41㸣）。防災集団移転（住宅再建者）27ୡᖏ中 30௳回⟅が得られた。 

（ὀ 4）本✏における居住環境の評価ᇶ‽はྛ㡯目の 2地区の住民評価

の中ኸ್とする。2 地区の住民評価の中ኸ್に対し、ྛ地区の平ᆒ್が

高いかపいかで評価が高いかపいかをุ᩿する。 

[ཧ⪃ᩥ⊩・ཧ⪃㈨ᩱ] 

1）大宮㏱、小Ἠ⚽ᶞ、成℩཭᲍、⊦⇃純、後藤ᬛ㤶Ꮚࠕ大つᶍ災害後の

仮設期のࡲち࡙ࡃりにおけるコミュニティ・スペース設⨨の意義̿岩手 

県陸๓高⏣市に設⨨したࠕりࣇ࢝ࡃェ をࠖ事౛として̿ (ࠖ都市計画ㄽᩥ

集、47巻、3ྕ、pp553-558、2012) 

2）後藤ᬛ㤶Ꮚ、後藤純、小Ἠ⚽ᶞ、成℩཭᲍、⊦⇃純、ఝෆ㑈୍ࠕ岩手 

県陸๓高⏣市ࠕりࣇ࢝ࡃェࠖにおける住民主体の௓ㆤண防事業の意義̿ 

被災地のコミュニティスペースの᪂しいᒎ㛤̿ࠖ(都市計画ㄽᩥ集、50

巻、3ྕ、pp1180-1187、2015) 

3）山中᪂太㑻、బ藤光ᙪ、ᅵ岐ᩥ஀、藤本㝧௓ࠕ漁ᮧ小集ⴠにおける防

集団地の計画と宅地に関する住民評価̿東日本大震災における宮城県

石巻市㞝຾地区の復興を対象として̿ (ࠖ日本建築学会計画⣔ㄽᩥ集、83

巻、752ྕ、pp1929-1938、2018) 

4）松本ᬸᏊ、ຍ藤ோ⨾、小川⨾⏤⣖ࠕ東日本大震災における復興ࡲち࡙

スに関する⪃察̿⚟ᓥ県いわき市㇏間地区の活ືとそのࢭりのプロࡃ

支援̿ࠖ(都市計画ㄽᩥ集、48巻、3ྕ、pp699-704、2013) 

5)後藤純ࠕ復興ࡲち࡙ࡃりおけるコミュニティの居住環境の課題に関す

る㸫⪃察-岩手県㔩石市による 10 年間の復興の取り⤌ࡳを事౛にࠖ(都

市計画ㄽᩥ集、56巻、3ྕ、pp619-626、2021) 
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